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       南病棟チームカンファレンス記録


平成18年　8月　　21日　（月）
司会者　　阿部　美樹　　　　記録者　　小嶋　彩香
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 避難訓練を9月1日（金）に実施します。その日の日勤帯の方に役割をつけて訓練に参加となるので、担当が付いたスタッフはご協力お願いします。（担当者は夜間想定の訓練なので3名となります。）時間は13時～13時20分に行います。詳細は、訓練前にカンファレンスで確認します。

· Dユニットのオムツカート裏の壁の修理が本日終了しました。

· 南病棟全スタッフ対象として、ユニット機能確認のプリントを配布していきます。8月31日を提出期限としますので、厳守でお願いします。提出先は、阿部G.O.Mのメッセージポケット、もしくは直接渡して下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 塚田　昌　様～御家族より、御本人様が幻聴・妄想などがあった場合、飴を食べさせて　　　落着かせてほしいとのことです。理由としては、家にいたときは、飴を食べると落着いていたそうです。飴は2階冷蔵庫の横にあるオレンジのBOXに入っています。食べさせる際は誤嚥に注意し、そばについているようにしましょう。

· 松浦佐恵子様～前回外出（他科受診時）の際、コルセットを持っていただくようお願いしており、本日面会時に確認すると、「聞いていない」とのことで、再度説明、了解し次回持っていただく事となっています。

· 中村松五郎様～本日、皮膚科診察にて、右足創部の改善が見られないため、サマセフ(250)4cup 4×ndE 　2日分処方となっています。処置は継続（浸出液を出し、アズクロ、ラップ）して行なって下さい。

· 森　エツ　様～補食として、御家族様に持参していただいたそばを食べることが出来ています。引き続き、面会時、差し入れしていただき食べていただきましょう。ただし、あくまでも補食ですので、主食となり、食事を取らなくならないように注意していきましょう。

＜週間予定＞

· 8月22日～生活習慣改善プログラム開始となります。

· 8月23日～野里朝子様、日赤HPの泌尿器科受診の為外出されます。時間は未定です。

· 8月23日～皮膚科診察があります。

· 8月25日～長根矢一様、労災HP受診の為、外出（8：30　～13：00、昼食は帰院してから食べるそうです。）
＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

阿部G.O.Mがケアプランをチェックしましたので、担当スタッフは検討、修正して下さい。チェック項目は、ホワイトボードに貼ってあります。

· 若松　高　様～肥満傾向の為、「買物時、甘い物や高カロリーのものの購入を控えていただく」から「間食禁止」へケアプラン変更となっています。間食が禁止となりましたので、買物につくスタッフは説明していきましょう。ウォーキングの時間が明確になっていない為、9：00～9：15、13：00～13：15、19：00～19：15とし、御本人様に説明していきましょう。本人と話し合い、目標など具体的に決めていきましょう。担当スタッフの方お願いします。

· 沼沢　ミヤ様～血液検査のデータより、尿酸値、空腹時血糖が悪化しており、8月18日より「咀嚼の促し、必要があればキザミ食へ変更、汁物を摂取して頂く、食後口腔ケア、嘔気・胃部不快の有無について問う」から「おやつ禁止、ウォーキングする、買物に付くスタッフはおやつ禁止であることを説明、体重測定」へとケアプラン変更となっています。ケアプランに体重測定とありますが、週に1回なのか、毎日行うかが記載されていない為、担当スタッフは体重測定の頻度の記載をお願いします。また、間食が禁止となった為、買物につくスタッフは御本人様に買物時に説明していきましょう。
※若松様、沼沢様は、ケアプランにウォーキングとありますが、エレベーター前のホールをただ歩いているだけだと死角となり、続かない可能性があるので、Bユニットホールを8の字に歩く等の工夫をしていきましょう。また、スタッフはできるだけ付き添い、一緒にウォーキングして行きましょう。

